
　整形外科領域において，外傷は基本だと言われています。もちろんそれは真実ですが，専攻医
に対し整形外科の基本である外傷を教育する体制は果たして充実しているのでしょうか。わが国
は公的に外傷センターを認定する制度がないため，重症患者は直近の救命センターに搬送される
ルールに従っており，必ずしも適切な施設に搬送されていないのが実情です。しかし重症外傷は
数が少ないからこそ，外傷の研修を希望する専攻医に治療経験を担保する体制を構築すべきでは
ないでしょうか。
　この状況を打破しようと，整形外傷センターを標榜する施設が散見されるようになってきまし
た。救命センターにいったん入院した多発外傷患者のうち，全身状態が落ち着いた整形外傷患者
や，一般整形外科では荷が重い重症骨折患者を集めようという構想です。
　このような整形外傷センターに勤務している整形外科医は数多くの外傷症例を手術しており，
整形外傷指導医に相応しい経験を持っていると思います。そして，臨床研究を論文化したり，海
外の学会で発表するなど，研究の業績も着実に積み上げているようです。整形外科の基本である
外傷をしっかりと専攻医に教育することはとても重要なことであり，整形外傷指導医という資格
を制度化することは必要なのではないでしょうか。指導医の制度化により，整形外傷の教育が磐
石になると期待できます。
　重症外傷の治療は，まだまだ発展途上の感があります。手術のタイミング，感染のコントロー
ル，続発症の早期発見と治療，そして整形外科以外の他診療科との連携，これらにこだわって治
療をすることで，新たな道がひらけてくる，それこそが整形外傷の醍醐味だと思います。整形外
傷の指導体制を整えることで，それを専門にしたいと希望する若い整形外科医はきっと増えるこ
とでしょう。
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